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1.はじめに 

 幹線道路周辺の大気汚染は深刻な問題になって

いる。都市部においては，信号交差点が多く設置

されており，交通渋滞の影響もあり，より深刻で

ある。例えば，自動車 NOx・PM 法対策地域の自

動車排出ガス測定局の二酸化窒素の環境基準達成

状況は，平成 13 年度で全測定局数 200 に対して

達成局数は 129 であり，達成率は 64.5%となって

いる 1)。そのような中で，尼崎訴訟等の影響もあ

り，沿道環境改善のための取り組みが注目されて

いる。 
  本研究は，窒素酸化物の排出量が多いディーゼ

ルトラックの排出特性を分析することにより，ア

イドリングストップの効果を定量的に把握し，信

号交差点周辺の環境改善に役立てることを目的と

する。 
 
2.測定概要 

本研究では，堀場製作所製の HIT-NOx を用いて

NOx 排出量，エンジン回転数等の測定を行った。

これは，ジルコニア NOx センサ 2)を用いて，ディ

ーゼル車の排出ガスにおける NOx 排出量を簡易

に計測する装置である。車両は表-1 に示す 2t 積

トラックを用いた。測定の様子を写真-1 に示す。 
表-1 調査車両の概要 

型式 KC-FE507BT 
最大積載量 2,000kg 
車両総重量 4,255kg 
総排気量 4.21ℓ 
燃料の種類 軽油 
排ガス規制 6 年規制適合 
初年度登録 平成 10 年 3 月 
走行距離 約 73,000km 

 
写真-1 測定の様子 

アイドリングストップの効果を見るために，図

-1 に示す動作を行い，計測を行った。データ取得

は 0.5 秒単位で行った。 

エンジン
始動

エンジン
停止30秒

30秒×5回, 60秒×5回

アイドリング

停止

 
図-1 アイドリングストップ計測手順 

 
3.計測結果 

計測したデータを図-2 に示す。なお，NOx 濃

度はマフラー出口で測定しているため，排出量の

計算には時間遅れを考慮して補正している。エン

ジンをかけ始めてから約 12 秒間はエンジン回転

数がやや高く，NOx 排出量も多くなっている。 
 
4.アイドリングストップの効果 

エンジン始動後 12 秒を過ぎて安定した時をア

イドリング状態とした。また，アイドリングスト

ップを行った時は，ギアの操作等も考慮し，エン

ジンをかけ始めてから 8 秒後に発進するとした。 
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図-3 停止時間と NOx 排出量との関係 
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図-2 エンジン回転数，NOx 濃度，NOx 排出量の計測データ 

 
これらの条件を基に，信号停止時のアイドリング

ストップを行った場合と行わなかった場合の

NOx 排出量の算出結果を図-3 に示す。この結果

より，信号停止時間が 9.5 秒以上の時はアイドリ

ングストップを行った方が良いと言える。 
 赤信号時間を 60 秒とし，車両の到着時刻を一

様分布と仮定すると，運転手がアイドリングスト

ップを適切に選択することにより，信号待ちによ

り発生する NOx 排出量はアイドリングストップ

を行わない時と比べて 71%削減されることにな

る。 
 

5.まとめ 

本研究では，信号交差点周辺の

環境改善に役立てるため，アイド

リングストップの効果分析を行っ

た。その結果，信号停止時間が 9.5
秒以上の時はアイドリングストッ

プを行った方が良いことなどが分

かった。 
今後の課題としては，本研究で

用いた装置に排ガスの流量計を加

えて，より精度の高い NOx 排出

量の計測を行う必要がある。また，

他の車種でも計測を行い，傾向を

分析する必要がある。 
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